
- 1 - 

厚生科学研究費補助金（子ども家庭総合研究事業） 
分担研究報告書 

 

幼児のライフスタイルに対応し「食事」を指標とする食教育の枠組に関する研究 

（分担研究：保育所給食におけるポーションサイズの検討） 

 
分担研究者 酒井治子 山梨県立女子短期大学 助教授 

 
 

【研究要旨】 

本研究の目的は，保育所給食での幼児の摂食量を，年齢クラス・保育所の給食形態，幼児の肥満度との関連，そ

して家庭での摂食量により比較し，１食を単位とした料理選択型食教育の指標となる「食事を構成する料理とその

ポーションサイズ」の提案することである．埼玉県・山梨県の４保育所に在園する２～５歳児クラスの計 326名を
対象に，平成 11 年 11～12 月の連続した５日間のべ 1487食，6589料理での摂食量を調査し，以下の３点が明ら
かとなった．1)エネルギー摂取量は２歳児クラスで 302kcal，３歳児クラス340 kcal，４歳児クラス385 kcal，５
歳児クラス463kcalと年齢と共に多くなっていた．５歳児クラス以外の年齢クラスのエネルギー摂取量は児童福祉
施設の１日栄養所要量の30％を下回っていた．保育所の給食形態（バイキング給食，おかわり）の違いによって１
食エネルギー摂取量，料理別摂食量に違いがみられた．年齢と料理別摂食量との関連から料理のタイプ分けすると，

年齢と共に料理別摂食量が多くなるタイプ，高年齢で料理別摂食量が小さいタイプ，違いのみられないタイプがみ

られた．2)肥満度との関連をみると，1 食の摂食量・エネルギー量に違いはみられないものの，料理別摂食量では
肥満群の方が普通群より多い料理がみられた．3)料理別摂食量を家庭食と保育所給食とで比較すると，保育所給食
での料理別摂食量が家庭より多い料理タイプ，少ない料理タイプ，違いがみられない料理タイプに分かれた．以上，

本報では，保育所での料理のポーションサイズを，実際の摂食量と年齢クラス，肥満度，給食形態との関連から明

らかにした． 

 
Ａ．研究目的 

本研究課題は，幼児のライフスタイルに対応し，

心身の健康づくりや健全な食習慣の形成に貢献でき

る「食教育の枠組」を日常の食事や発育・発達の実

態をふまえて構築し，その必要性と有効性を明らか

にすることである．具体的には，１食を単位とし，

料理選択の指標となる「食事を構成する主な料理

（100 種）と，そのポーションサイズ」を選定する
ための基礎資料を得ることである．昨年度は家庭食

における料理のポーションサイズを提案してきた 1)．

保育所に通所する幼児は１日の約３分の１を保育所

の食事により成り立っており，１日に占める栄養的

意義や食教育の効果も大きい． 
保育所の食事は養育者が家庭での食事量を決定す

る１つのモデルメニューであり，食教育の教材にも

なっている 2)．保育所給食に関する研究は，栄養摂

取状況を検討した研究 3-,4)や，食事場面を観察し，幼

児の食行動の発達過程を検討した研究 5-11)は多くな

ってきているものの，個々の料理のポーションサイ

ズについての検討はほとんどみられない． 
幼児期の肥満が指摘される 12-14)中，幼児に提供す

るポーションサイズが摂食量に大きく影響を与える

ことが明らかとなっている 15)．肥満等の生活習慣病

予防の観点から，料理のポーションサイズと肥満と

の関連の検討はほとんどみられない． 
近年，保育所の給食において，食教育の一環とし

て，バイキング給食（クラス配膳）が注目されてき

ている 16)．幼児の食事への関心を高めること，自分
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の食べる適量への認識を養うこと，他児が食べる量

を配慮しながら自分の食事量を決める気づかい等を

修得できるなどの教育目的から近年実施する保育所

が増えてきている．こうした目的で実施されている

バイキング給食でのポーションサイズについて栄養

素摂取の観点からの検討はみられない．教育目的を

達成するための保育士や栄養士・調理従事者の支援

の方法等は確立する必要があると考える． 
そこで，本研究の目的は，保育所給食での幼児の

摂食量の実態を，年齢クラス・保育所の給食形態，

幼児の肥満度との関連，そして昨年度の家庭での摂

食量 2)と比較し，１食を単位とし，料理選択の指標

となる「食事を構成する料理とそのポーションサイ

ズ」の提案することである． 

 
Ｂ．研究方法 

１. 調査対象園とその給食管理状況 

埼玉地域２園（埼玉G保育所，埼玉Ｙ保育所），山
梨地域２園（山梨S保育所，山梨N保育所）の計４
園である．埼玉地域の２保育所は公立保育所であり，

市役所の栄養士によって献立作成・栄養管理がされ

ている．いずれの園も主食を含めた完全給食である．

埼玉G保育所の給食は，２，３歳児クラスの食事に
ついは栄養士・調理師が食器に盛りつけ，４，５歳

児クラスについては園児によるバイキング給食が実

施されていた．バイキング給食とは，複数の料理か

ら，料理を選定するものではなく，料理の種類は決

められており，園児自身が盛りつけるため，供食量

を決定できる．おかわりは，２．３歳児クラスは保

育士が，４．５歳児クラスは園児が盛りつけていた．

埼玉 Y保育所では全園児の食事を調理員が調理室に
て食器に盛りつけていた．おかわりは各保育室に食

管が配られ，２・３歳児は保育士が，４・５歳児は

園児が盛りつけていた．盛りつけ量は４歳と５歳は

同量であった．山梨地域の２保育所は私立の施設で

あり，栄養士が常勤している．山梨 S保育所では調
理員が各クラス別にクラス全体量を食管に分配し，

保育室にて保育士が園児の食器に盛りつけていた．

おかわりは用意していなかった．山梨N保育所では
埼玉Ｓ保育所と同様の形態で，４．５歳児のみバイ

キング給食が実施されていた．  
２. 調査対象児 

在園する２歳児～５歳児クラスの園児を対象に，

埼玉G保育所（男児 47名，女児 41名），埼玉Ｙ保

育所（男児 31名，女児 27名），山梨N保育所（男
児 43名，女児 48名），山梨 S保育所（男児 49名，
女児40名）の計４園326名を対象とした（表１）． 
身長は２歳児クラスが全体で平均 94cm，３歳児
クラスが100cm，４歳児クラスが107cm，５歳児ク
ラスが113cmと，幼児身体発育値 17)の50パーセン
タイル値とほぼ等しかった．体重は２歳児クラスが

平均 14kg，３歳児クラスが 16kg，４歳児クラスが
19kg，５歳児クラスが 20kg であった．２・３・５
歳児クラスでは幼児身体発育値 17)の 50 パーセンタ
イル値とほぼ等しかったが，４歳児クラスの体重は

幼児身体発育値の約70パーセンタイル値に当り，や
や多かった．保育所間の身長・体重の差はなかった． 
肥満度 18)をみると（表２），“やせ”が全体で1％，
“ふつう”が 90％，“太りぎみ”が 3％，“やや太り
すぎ”が 4％，“太りすぎ”が 2％であり，肥満傾向
のある児は約10％であった埼玉Ｇ保育所の全クラス，
その他の保育所の４・５歳児クラスにおいて．肥満

傾向の園児がみられた． 
３. 調査方法（表３，表４） 

調査期間は平成11年11～12月の連続した５日間
である．調査日に欠席した児を除く喫食者数はのべ

1487名であり，Ｇ保育所・Ｙ保育所での欠席者が多
かった（表３）．調査期間中の食事内容（表４）は，

主食・主菜・副菜の揃った食事が多いものの，カレ

ーライス・チャーハン・焼きそば等の主食では主菜

または副菜が欠けていた．５日間の料理数はのべ

6589料理であった． 
調査方法は，バイキングをしている児では料理別

に食器を含む盛り付け重量をスケールで計測する秤

量法を用いた．栄養士・調理員が盛りつけている場

合は各年齢別供食量を計測し，園児の摂食量は料理

別に調査員が目測して摂食率を算出し，供食量との

積によって摂食量を算出した．食品構成などの栄養

管理状況については，栄養士及び調理師により情報

を得た．調査員は，調査前に摂食量の秤量法及び目

測法の訓練を行った．                                                          
解析は，１食の栄養摂取量や料理別摂食量と，保

育所・年齢クラス，肥満度との関連をクロス集計し，

対応のないｔ検定により検討した．主食・主菜・副

菜の分類については，足立らの分類 19,20)に準拠した． 
また，対象児及び対象保育所に負担を少なくする

ために，可能なかぎり通常の保育場面と同様の環境

を保つことができるよう配慮に努めた． 
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Ｃ．研究結果 

１. 保育所給食での料理別摂食量の検討 

1) 保育所給食（昼食）での栄養素等摂取量(表５) 

連続した５日間の平均栄養素等摂取量を検討する

と，エネルギー摂取量が２歳児クラスで 302±
78kcalであり，児童福祉施設における１・２歳児の
１日栄養所要量の30％にあたる330kcalと比較する
と，若干少なかった．３歳児クラスは353±67kcal，
４歳児クラスは385±114kcal，５歳児クラスは463
±194kcalであった．３～５歳児の平均値は 406±
149kcal であり，３～５歳児の１日栄養所要量の
30％にあたる 420kcalに比べてやや少なかった．特
に３・４歳児のエネルギー摂取量が少なかった．鈴

木ら 21)の結果（乳児290kcal，幼児370kcal）より，
やや多かった．また，カルシウム摂取量が２・４歳

児クラスにおいて所要量より少なかったものの，た

んぱく質，脂肪，鉄，ビタミンA，ビタミンB1，ビ

タミンB2，ビタミンCのすべてにおいて適性値であ
った．昼食時に牛乳・スキムミルクを献立に入れて

いた保育所は S保育所のみであったため，カルシウ
ムの充足率は低くなっていた．その他の保育所では

間食時に牛乳を供しているため，１日全体で考えれ

ば充足している． 
年齢クラスとの関連をみると，２歳より３歳が，

３歳より４歳が，４歳より５歳が多かった栄養素等

量は，エネルギー，脂肪，ビタミンB2，ビタミンC
であった(p<0.01)．３歳と４歳の有意差がみられな
かった栄養素量はたんぱく質，ビタミンAであった．
鉄は２歳と３歳，３歳と４歳の間に，ビタミンB1は

２歳と３歳の間に有意差がみられなかった．カルシ

ウムは４歳より３歳の摂取量が多かった(p<0.01)． 
2) 保育所間のエネルギー摂取量の比較（図１） 

年齢クラス別にエネルギー摂取量の違いを保育所

間で比較すると，２歳児クラスではN保育所以外の
園の平均エネルギー摂取量は，児童福祉施設におけ

る１・２歳児の１日栄養所要量の 30％にあたる
330kcal を下回り，保育所間のエネルギー摂取量の
違いが大きかった．３歳児クラスでは，３～５歳児

の１日栄養所要量の30％にあたる420kcalを下回っ
た．Ｙ保育所とＧ保育所，また，Ｓ保育所とＮ保育

所の以外の保育所において，有意差が認められた

（p<0.01）．４・５歳児のエネルギー摂取量は３～５
歳児の１食栄養所要量に比べ，G・Y 保育所で少な
く，S保育所ではほぼ適正値，N保育所ではかなり

多い結果であった．個人差をみると，５歳児のG保
育所，N保育所において，特に大きかった．バイキ
ング給食の形態，また，おかわりの配食状況によっ

て影響されていた． 
3) 年齢クラス別料理別摂食量 

(1) 年齢クラス別料理別摂食量の比較（表６－1～4） 

料理別摂食量が年齢クラスと共に有意に大きかっ

た料理は，主食のふりかけご飯，そぼろご飯，ほう

とう，焼きそばであった．主菜料理では，焼き魚・

照り焼き，ウインナー，チキンカツ（ささみ含），鶏

のから揚げ・フライドチキン，肉・野菜煮，肉団子，

オムレツ，卵焼き（だし巻き），スキムミルクであっ

た．副菜料理では，緑黄色野菜料理のサラダ（カボ

チャ・トマト・ブロッコリー・ほうれん草・人参等），

トマト・プチトマト，淡色野菜料理のサラダ（キャ

ベツ・キュウリ等），フルーツサラダ，煮物（大根他），

線キャベツ，野菜の天ぷら，芋料理のコロッケ，さ

つまいもの甘煮，シチュー，じゃが芋の煮物，もう

一品のスープ，コンソメスープ，ミネストローネ，

中華スープ，野菜スープ，卵スープ，果物のみかん，

りんご，柿であった．これらの料理の中でも，２歳

と３歳，３歳と４歳，４歳と５歳のいずれか，また，

全年齢間で料理別摂食量が異なっていた． 
料理別摂食量がいずれかの年齢クラス間で有意に

小さかった料理は主食の白飯，カレーライス，チャ

ーハン，麺類のうどん，ほうとう，食パン（バタロ

ール）であった．主菜料理では魚料理のから揚げ・

鰯蒲焼・マリネ，乳製品のヨーグルト，おでんであ

った．副菜料理では，緑黄色野菜料理のお浸し・煮

びたし（小松菜・ほうれん草・ニラ），かぼちゃ煮物

（ミルク煮），ミックスベジタブル，ゆで野菜（人参・

ブロッコリー），淡色野菜料理のお浸し(もやし・白
菜)，野菜炒め，和え物（白菜・キュウリ・モヤシ），
であった．もう一品では汁物のみそ汁，果物のパイ

ナップルであった． 
料理別摂食量に年齢クラス差のみられなかった主

食料理はピラフであった．主菜料理では魚料理のフ

ライ（魚・エビ・カキ），肉料理の肉・野菜炒めであ

った．副菜料理では，淡色野菜料理のゆで野菜（カ

リフラワー・キャベツ），芋料理の粉ふき芋，きのこ・

海草料理，ひじきの煮付けであった． 
(2) 年齢クラスと料理別摂食量との関連からみた保

育所間の比較（表７） 

年齢クラスと料理別摂食量との関連を保育所間で
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比較すると，年齢と共にサイズが大きかった料理の

比率はG保育所で50.0%，Y保育所で52.4%，N保
育所で 76.5%，S保育所で 35.3%と，N保育所に最
も多く，S保育所で最も少なかった．N保育所はバ
イキング給食を実施しており，各年齢間で摂食量の

違いが大きかった．S 保育所ではほとんどおかわり
をしておらず，最初に盛りつけた供食量の摂食量に

及ぼす影響が大きかった． 
年齢が大きいにもかかわず，料理別摂食量が小さ

かった料理の比率は，G保育所で 44.4%，Y保育所
で23.8%，N保育所で23.5%，S保育所で58.8%と，
S保育所に最も多く，N保育所で最も少なかった．S
保育所では各年齢クラス別に食管に調理師が分配し，

保育士が食管の料理を個人の食器へ盛り付けをして

いた．供食量は各年齢クラスの食管に分配する量に

よって決定されていたため，高年齢児の供食量が低

年齢児の供食量より少ない結果でなった．また，お

かわりもなく，幼児自身が摂食量を増やすことはな

かった．G 保育所でもこのタイプの料理が多く，特
に４歳児クラスの摂食量が３歳児クラスの摂食量よ

り小さい．特に，緑黄色野菜料理，淡色野菜料理で

多かった．G 保育所では４・５歳児クラスからバイ
キング給食が実施されており，幼児が少なく盛りつ

けている実態が明らかとなった． 
料理別摂食量に年齢クラス差がみられなかった料

理の比率は，G保育所で 5.6%，Y保育所で 23.8%，
N保育所で 0.0%，S保育所で 5.9%と，Y保育所に
最も多く，N保育所で最も少なかった．Y保育所で
は４歳児クラスと５歳児クラスの供食量が同一であ

り．３歳児クラスの供食量との差が小さかった． 
このように，料理別摂食量はバイキング給食等の

盛りつけの形態やおかわりの形態によって影響され

ていた． 
(3) 年齢クラス別白飯の摂食量の分布（表８） 
白飯の摂食量は，２歳児クラが平均83ｇ，３歳児
クラス 89ｇ，４歳児クラス 74ｇ，５歳児クラス 87
ｇ，全体で 82 ｇであった．４歳児クラスで摂食量
が，３歳児クラス・５歳児クラスの摂食量より有意

に小さく(p<0.01)，0ｇ，10ｇ摂食した児から180ｇ
した児まで，個人差が大きかった．保育所における

栄養給与目標（平成12年1月改定）の３～５歳児の
白飯量は110gであり，実際の摂食量はかなり下回っ
ていた． 

 

２. 肥満度と１食摂食量・料理別摂食量との関連 

1) 肥満度別1食摂食量とエネルギー摂取量（表９） 

２歳児クラスの1食摂食量は普通群294±69g，肥
満群 284±82g，３歳児クラスの摂食量はやせ群
361±66g，普通群 341±63g，肥満群 309±25g，４歳
児クラスの摂食量はやせ群352±39g，普通群353±89
ｇ，肥満群 341±86g，５歳児クラスの摂食量はやせ
群 461±111g，普通群 420±139g，肥満群 459±181g
であった．５歳児クラスのみ普通群より肥満群の平

均摂食量がやや多かったものの統計的有意差はみら

れず，肥満度が高い程，摂食量が多いという関連は

みられなかった． 
2) 肥満度別料理別摂食量の比較（表10） 

料理別摂食量を肥満度別に比較すると，肥満群で

の摂食量が普通群より多かった料理は，ふりかけご

飯，チャーハン，そぼろご飯，ほうとう，鶏のから

揚げ，スキムミルク，コロッケ，シチューであった．

逆に，肥満群での摂食量が普通群より少なかった料

理は，ピラフ，サラダ（キャベツ・キュウリ等），じ

ゃが芋の煮物であった．肥満群は全体の10％であり
統計的有意差はみられなかったものの，エネルギー

量の多い主食・主菜料理では肥満群の摂食量が大き

く，副菜料理では肥満度の違いによる差異はみられ

ない傾向がうかがえた． 
３. 保育所給食での摂食量と家庭食での摂食量の比

較（表11） 

家庭食の摂食量 2)と保育所給食を比較すると，保

育所給食での料理別摂食量が家庭での摂食量より大

きい料理は，主食ではうどん，食パン（バターロー

ル），主菜では卵焼き，ヨーグルト，副菜ではサラダ

（カボチャ・トマト・ブロッコリー），シチュー，も

う一品のみそ汁，野菜スープであった．逆に，家庭

食での摂食量が保育所給食より多かった料理は，主

食のカレーライス，主菜のウインナー，副菜のトマ

ト，サラダ（キャベツ・キュウリ），もう一品のパイ

ナップル，みかんであった．例えば，みかん・パイ

ナップルのような料理については保育所では１個を

1／2に分配して盛りつけたり，逆にウインナーは保
育所では個数が決められているのに対して家庭では

おかわりが自由であったりする等の形態の違いが大

きく関与する料理もみられた．これらの料理は家庭

食での摂食量の標準偏差が大きく，個人差の大きな

料理であった．保育所給食での摂食量と家庭での摂

食量に差がみられなかった料理は，主食の白飯，主
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菜のフライ（魚・エビ・カキ），鶏のから揚げ，肉野

菜炒め，お浸し，ゆで野菜（人参・ブロッコリー），

カボチャ煮物，せん切りキャベツ，もう一品のりん

ご，柿であった． 
 
Ｄ．考察 

１. 保育所給食での摂食量に影響を及ぼす要因 

本研究では，年齢クラス，保育所の給食形態，肥

満度との関連，また，家庭食との比較から，保育所

給食での料理別摂食量を検討してきた． 
保育所給食の栄養給与目標量での区分は１・２歳

児，３～５歳児に分類されており，３・４・５歳の

それぞれの年齢児に対する基準は設けられていない．

そのため，供食量をそれぞれの年齢クラスで変えて

いる保育所と，３歳児クラスは少なく，４・５歳児

クラスは同量である保育所がみられ，様々であった．

Barbaraらは同一の料理で量の異なるポーションサ
イズを幼児に提供した実験から，提供されるポーシ

ョンサイズが大きいと３歳児での摂食量は多くなら

ないが，５歳児での摂食量は大きくなることを明ら

かにし，５歳児頃には提供されるポーションサイズ

が適正であるか注意しなけれならないことを指摘し

ている．本結果でも，５歳児の摂食量の個人差が最

も大きく，同時に肥満度の個人差も大きかった． 
肥満度との関連からみると，１食全体の摂食量・

エネルギー量への影響はみられなかった．しかし，

個々の料理別摂食量についてみると，肥満群の摂食

量が普通群より有意に大きい料理もみられた．肥満

群が少ないこともあり，料理別摂食量に影響を及ぼ

す要因が，年齢差であるのか，肥満度の違いである

のか，給食形態の違いであるのかについても，今後

の検討課題である． 
また，保育所の給食形態の観点からみると，盛り

付けを調理師や栄養士が担当するのか，保育士が担

当するのか，幼児自身が盛りつけるか，また，どの

程度の量のおかわりができるかという給食形態の違

いが，幼児の摂食量に影響を及ぼしていた．こうし

た給食形態については統計的手法を用いず，給食状

況を観察した結果を基にした考察に留めたが，給食

形態を特徴づける要因やそのカテゴリーの分類等の

検討も今後の課題である． 
２. 保育所給食でのポーションサイズに着目した食

教育の必要性 

本研究の結果，保育所での幼児の料理別摂食量が

年齢クラスや肥満度，保育所での給食形態，家庭食

の食事構成によって異なっていることが明らかにな

った． 
幼児の食への興味や関心を高める目的で，幼児自

身が盛りつけるバイキング給食が普及してきている

中で，幼児が適量を把握できる教材が必要である．

と同時に，幼児の食べたい気持ちを尊重しながら，

適量に導いていくためには，保育士自身が幼児の適

量の認識をもって支援することが必要である．養育

者や保育士から幼児食について「少食である」とい

う訴え 22-24)がみられる中，養育者や保育関係者が幼

児に適確なポーションサーズを認識し，幼児個人個

人に応用できる食教育力を養う教材の必要性も明ら

かとなった． 
これらの課題を抱えるものの，連続した５日間の

４園保育所において，年齢クラス，肥満度，保育所

の給食形態と摂食量との関連を明らかにし，保育所

の料理ポーションサイズを提案することができた． 
次年度には，主食・主菜・副菜の組み合わせを基

盤とする料理選択型食教育の主教材として開発した

「幼児用実物大料理カード（以下カード）」を用いて，

幼児自身，また，保育士・給食関係者を対象とした

食教育のプログラムを開発し，保育所での展開を検

討したい． 
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